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充

之

『歎
異
抄
』
の
作
者
は
、
そ
の
第
二
章
に
、
「親
鷺
に
を
き

て
は
、

た
冥
念
仏
し
て
、
弥
陀
に
た
す
け
ら
れ
ま
い
ら
す
べ
し
と
、
よ
き
ひ
と

お
ほ
せ

の

仰
を
か
ふ
む
り
て
、
信
ず
る
ほ
か
に

別
の
子
細

な
き
な
り
。

…
…
法
然
聖
人
に
す
か
さ
れ

ま
い
ら
せ
て
、
念
仏
し
て
地
獄
に
お
ち

た
り
と
も
、
さ
ら
に
後
悔
す
べ
か
ら
ず

さ
ふ
ら
ふ
。
…
…
い

つ
れ
の

行
も
お
よ

び
が
た
き
身
な
れ
ば

と
て
も
地
獄
は

一
定
す
み
か
ぞ

か
し
。
弥

陀
の
本
願

ま
こ
と
に

お
わ
し

ま
さ
ば
、
釈
尊
の
説
教

虚
言
な
る

べ
か
ら
ず
。
仏
説
ま
こ
と
に

お
は
し
ま
さ
ば
、
善
導
の
御

釈

虚
言

な
る
べ
か
ら
ず
。
善
導
の
御
釈

ま
こ
と
な
ら
ば
、
法
然
の

お
檬
せ

仰

そ
ら
ご
と
な
ら
ん
や
。
法
然
の
お
ほ
せ

ま
こ
と
な
ら
ば
、
親
攣

が
ま
ケ
す

む
ね

ま
た
も
て

む
な
し
か
る
べ
か
ら
ず

さ
ふ
ら
ふ

か
。」
と
親
鷺
晩
年

(建
長
四
年
、
一
二
葦
二
、
八
十
歳
頃
)
の
心
=境
を

つ

た
え
て
い
る
。
そ
の
作
者

の
受
け
と
め
の
仕
方
の
問
題
も
あ
る
で
あ
ろ

う
が
、
親

攣
の
念
仏
実
践
の
生
涯
は
法
然

へ
の
絶
対
随
順
の
生
涯
で
あ

っ
た
。
親
鷺

の
主
著

『教
行
信
証
』
が
、
そ
の
後
蹟
に
よ
れ
ば
、
法
然

の
主
著

『
選
択
本
願
念
仏
集
』
の
念
仏
義
開
顕

以
上
に
な
い
こ
と
を
明

示
す
る
こ
と
な
ど
に
顧
み
る
も
明
ら
か

で
あ
ろ

う
。
そ

の
法
然

が
偏

(
も
つ
ば
)
ち
善
導

一
師
に
依
る
の
態
度
に
終
始
し
た
こ
と
も
い
う
ま
で

も
な
い
。
し
か
も
、
法
然
も
親
鷺
も
、
叡
山
よ
り
、
そ
の
後

の
山
を
條

り
て
の
生
涯
の
実
践
が
、
善
導
と
同
様
に
、
人
間

(法
然
、
親
黛
自
身
)

の
真
実
に
生
き
る
道
を
指
示
す
る
も
の
と
し
て
、
釈
尊

の
仏
説

の
填

意
、
本
願
の
真
実
を
求
め
つ
づ
け
て
や
ま
な
か

っ
た
求
道
の
歩
み
で
訪

っ
た
こ
と
も
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
辺
、
『
歎
異
砂
』
の
作
者
は
、
よ

く
親
鷺
の
心
境
を
伝
え
て
い
る
と
も
い
.え
る
。

そ
こ
に
は
、
釈
尊

・
善

導

・
法
然

・
親
鷺
の
間
に
、
本
願
の
真
実
の
流

れ
を
通
し
て
、
人
間
ど

い

い

ぶ

し
て
の
生
き
血
の
交
流
す
る
宗
教
的
体
験
の
息
吹
き
が
感
じ
ら
れ
る
。

し
か
る
に
、
法
然
の
宗
教
的
な
生
き
方
、
体
験
の
究

極
点
は
、
『
選

択
集
』
め
第
二
章
や

『
大
経
釈
』
な
ど
の
法
語

を
中
心
に
明
示
す
る
よ

う
に
、
専
ら
善
導
の

「
一
心
専
二念
弥
陀
名
号
一…
…
順

二彼
仏
願

こ

な

る
念
仏
専
修

の
実
践
に
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

「順
彼
仏
願
」
な
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る
専
ら
本
願

の
誓

い
に
依
る
と
い
う
選
択
本
願

の
称
名
念
仏

一
行
の
実

践
に
徹
底
す
る
生
き
方
で
あ
る
。
本
願
に
誓
わ
れ
な
い
余
他
の
行
即
ち

雑
行
を
全
く
廃
し
て
、
単
念
仏

一
行
を
立

て
る

(『選
択
集
』
第
四
章
、

『
大
経
釈
』
等
参
照
)
体
験
で
あ
る
。
法
然

の
四
十
三
歳

(承
安
五
年
即

ち
安
元
元
年
、

=
七

五
)
の
こ
と
と
伝
え
ら
れ
る
、
(源
空
聖
人
私
日
記
)

山
を
降
り

る
宗
教
的
廻
心
が
、
そ
の
点
に
あ
つ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。
そ
れ
は
偏

(も
つ
ば
)
ら
善
導
の
指
示
に
よ
る
廻
心
で
あ
り
、
善

導
の
教
示
に
よ
る

『
大
無
量
寿
経
』
の
釈
尊
の
教
説
に
示
さ
れ
る
本
願

(第
十
八
願
)
に
よ
る
廻
心
で
あ
る
。
叡
山
を
降
り
て
法
然
に
よ
つ
た
親

す

鷺
が
、
『
教
行
信
証
』
の
終
り
に

「
建
仁
辛
酉
の
暦
、
雑
行
を
棄

て
て

本
願
に
帰
す
。
」
と
、
端
的
に
、
そ
の
建
仁
元
年

(
一
二
〇
一
)
二
十
九

歳
の
廻
心

の
内
容
を
示
す
の
は
必
然
的
な
こ
と
で
あ
る
。

二

か
よ
う
な
法
然
や
親
鷺
の
廻
心
は
、
全
般
的
に
は
、
天
台
円
教
の
三

諦
円
融
の
実
相

の
理
念
を
、
自
己
の
一
心
の
上
に
体
験
し
て
、
そ
の
理

念
を
現
成
し
て
ゆ
く
、

一
心
三
観
な
る
天
台
的
な
観
念
念
仏
の
実
践
の

場
よ
り
、

浄
土
教
的
な
善
導
主
唱
の
本
願
称
名
念
仏
実
践
の
場

へ
の
廻

心
で
あ
る
と
云
い
う
る
。
そ
れ
は
、
自
己
の
現
存
在
に
即
し
て
、
そ
こ

さ
と

に
自
他
相
互
に
円
融
す
る
証
り
を
自
ら
の
力
で
修
行
し
実
現
し
て
ゆ
く

と
い
う
、

聖
者
的
な
、

い
わ
ゆ
る
聖
道
門
的
な
実
践
の
場
よ
り
、
本
願

の
誓
い
、
本
願

の
誓

い
の
力

(本
願
力
)
、
他
力
に
よ
っ
て
称
名
念
仏
し

て
、
浄
土
に
往
生
し
、
自
他
相
互
に
円
融
す
る
証

り
を
実
現
し
て
ゆ
く

と
い
う
浄
土
門
的
な
実
践
の
場

へ
の
転
換
で
あ
る
。
聖
者
道
よ
り
凡
夫

道

へ
、
観
念
念
仏
の
実
践
よ
り
称
名
念
仏
の
実
践

へ
、
自
力
道
よ
り
他

力
道

へ
の
徹
底
し
た
大
い
な
る
転
換
で
あ
る
。
日
本
天
台

の
創
唱
者
最

澄

(七
六
七
ー
八
二
二
)
が
天
台
円
教

の
実
践
法
と
し
て
取
上
げ
た
四
種

三
味
法
の
中
の
常
行
三
昧
の
実
践

の
中
に
既
に
弥
陀
称
名
念
仏

の
行
が

あ
る
が
、
そ
の
口
称
念
仏
は
最
も
初
歩
の
行
で
、
そ
れ
は
観
念
念
仏
即

ち
天
台
止
観
の
行
の
完
成
に
、
実
践
の
終
局
目
的
が
お
か
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
源
信

(九
四
二
ー

一
〇
一
七
)
が
、
『往

生
要
集
』
で
、
天
親

の

『
浄
土
論
』
に
よ
つ
て
観
察

(観
念
)
中
心
の
念
仏
の
実
践
を
勧
め

つ
つ
、
そ
の
終
り
に

「
若
し
相
好
を
観
念
す
る
に
堪
え
ざ
る
こ
と
有
ら

ば
、
或
は
帰
命
の
想
に
依
り
、
或
は
往
生
の
想
に
依
て
、

一
心
に
称
念

す
べ
し
。」
(大
門
第
四
正
修
念
仏
門
下
の
第
四
観
察
門
、
三
雑
略
観
の
下
)
と

示
す
如
き
、
か
よ
う
な
叡
山
の
念
仏
の
実
践

の
伝
統
を
承
け
る
も
の
で

あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
法
然
も
親
鷺
も
叡
山

の
出
身
者
と
し
て
、

か
よ
う
な
念
仏

の
実
践
の
伝
統
を
承
け
つ
つ
、
そ
の
最
も
初
歩
な
る
ロ

称
念
仏
を
取
上
げ
、
し
か
も
そ
の
実
践
が
証
り
、の
真
理
そ
れ
自
身

の
躍

動
す
る
本
願
に
選
び
誓
わ
れ
た
、
単
な
る
易
行
と
い
う
だ
け
で
な
い
所

の
最
も
勝
れ
た
真
実

の
絶
対
的
な
仏
教
的
実
践
行

で
あ
る
こ
と
を
体
認

し
て

(『選
択
集
』
第
三
、
本
願
章
な
ど
参
照
)
、
自
力

の
観
念
念
仏
中
心
の

実
践
よ
り
他
力

の
本
願
称
名
念
仏
の
実
践

へ
と
廻
心
し
転
換
し
た
の
で

が
ん
ろ

あ
る
。
か
よ
う
な
転
換
廻
心
の
糸
口
が

「
予
が
如
き
頑
魯

の
者
」
と
自

法
然

・
親
驚
に
お
け
る
廻
心
の
基
本
的
意
義
 
(
石

田
)
 

九
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一
〇

称
し
て

『
往
生
要
集
』
を
書
い
た
源
信
の
如
き
人
に
よ
つ
て
既
に
明
示

さ
れ
て
き
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
は
、
要
す
る
に
、

「聖
道
門

ノ
修
行

ハ
智
慧
ヲ
キ
ワ
メ
テ
生
死
ヲ
離
レ
、
浄
土
門
ノ
修
行

か

ヘ

ハ
愚
痴

二
還
リ
テ
極
楽

二
生
ル
」
(『西
方
指
南
砂
』
下
本
・
『和
語
灯
』
巻

五
等
参
)
と
明
確
に
意
識
さ
れ
る
、
聖
道
門
自
力
道
よ
り
浄
土
門
他
力

道

へ
の
廻
心
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
上
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
か
よ
う
な
廻
心
の
大
転
換
に

当
つ
て
の
、
基
本
的
な
実
践
理
論
と
し
て
、
そ
こ
に
、
自
他
相
互
に
円

融
し
て
ゆ
く
こ
と
を
実
現
す
る
と
い
う
、
三
諦
円
融
実
相
の
理
念
、
そ

れ
は
縁
起

円
融
の
理
念
と
い
う
か
、
円
融
縁
起

の
理
念

と
い
う

べ
き

か
、
か
よ
う
な
天
台
伝
統
の
根
本
理
念
が
亦
深
く
介
在
せ
し
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
注
意
さ
せ
ら
れ
る
。
法
然
や
親
攣
が
よ
く
依
用
す
る

『往

生
要
集
』

の

「大
文
第
四
正
修
念
仏
門
」
下
の

「第
四
観
察
門
」
の
阿

弥
陀
仏
総
相
観
の
下
で
、
「徴
妙
浄
な
る
法
身
に
、
諸
の
相
好

を
具

足

し
た
ま
え
り
。

一
一
の
相
好
は
即
ち
是
れ
実
相
な
り
。
実
相
は
法
界
を

具
足
し
て
無
滅
な
り
。
不
生

・
不
滅
に
し
て
去
来
な
し
。
不

一
不
異
に

し
て
断
常
に
非
ず
。
有
為

・
無
為
の
諸
の
功
徳
、
此
の
法
身
に
依
り
て

常
に
清
浄

な
り

一
切
の
諸
仏

と
そ

の
体

同

一
な
り

(法
身
)
。
是

の
故

に
、
三
世
十
方
の
諸
仏
の
三
身
、
普
門
塵
数
の
無
量
の
法
門
、
仏
衆
法

界

の
円
融
万
徳
、
凡
そ
無
尽

の
法
界
備
え
て
弥
陀
の
一
身
に
在
れ
ば
、

不
縦
不
横
、
亦

一
異
に
非
ず
。
実
に
非
ず
。
虚
に
非
ず
。
亦
、
有
無
に

非
ず
。
本
性
清
浄
に
し
て
心
言

の
路
絶
え
た
り
。
…
…
所
観
の
衆
相
は

即
ち
是
れ
三
身

(応
身

報
身

・
法
身
)
即

一
の
相
好
光
明
な
り
。
諸
仏

同
体
の
相
好
光
明
な
り
。
万
徳
円
融
の
相
好
光
明
な
り
。
色
即
是
空
の

故
に
、
之
を
真
如
実
相
と
謂
う
。
空
は
即
ち
是
れ

色
な
る
が
故
に
、
之

を
相
好
光
明
と
謂
う
。

一
色

一
香
も
中
道
に
非
ず
と
い
う
こ
と
な
し
。

…
…
我
所
有
の
三
悪
道
と
弥
陀
仏
の
万
徳
と
本
来
空
寂
に
し
て

一
体
無

凝
な
り
。
」
と
説
明
さ
れ
る
如
き
、
不
生

・
不
滅
、
不

一
・
不
異
、
本

来
空
寂
、

一
色

一
香
無
非
中
道
、
万
徳
円
融
、

一
体
無
擬

の
理
念
で
あ

よ

よ

る
。
生
は
滅
に
縁
り
、
滅
は
生
に
縁
り
、

一
は
異
に
縁
り
、
異
は

一
にま

ど

縁
り
、
万
象
す

べ
て
の

一
色
、

一5香
も
縁
起
し
、

一
体
無
礫
に
し
て
円

や
か
に
融
合
せ
ざ
る
な
し
と
す
る
如
き
理
念
で
あ
る
。
又
そ
れ
は
、
そ

の
前
の

「第
三
作
願
門
」
下
に
、
「
一
切
の
諸
法

は
本
来
寂
静
な
り
煩

と

悩
即
ち
菩
提
な
り
。
…
…
無

明
変
じ
て
明
と
為
り
、
氷
解
け
て
水
と
成

る
が
如
し
。
」
と
説
き
、
後

の

「大
文
第
五
助
念

方
法
」
下

の

「第

四

止
悪
修
善
」
の
下
で
、
「
中
論

の
第

一
の
偶
に
云
わ
く
、
諸
法
は
自
よ

り
生
ぜ
ず
、
他
よ
り
生
ぜ
ず
、
共
な
ら
ず
、
無
因
な
ら
ず
寸
是
の
故
に

知
ん
ぬ
無
生
な
り
と
い
う
こ
と
を
。
今
我
が
惑
心
に
八
万
四
千
の
塵
労

門
を
具
足
せ
り
。
彼
の
阿
弥
陀
仏
は
八
万
四
千
の
波
羅
蜜
門
を
具
足
し

た
ま
え
り
。
本
来
空
寂
に
し
て

一
体
無
擬
な
り
。

貧
欲
即
ち
是
れ
道
な

に

ち

り
。
惑
擬
も
亦
是
く
の
如
し
。
氷
と
水
と
の
性
、
異
処
に
非
ざ
る
が
如

し
。
故
に
経
に
云
わ
く
、
煩
悩
、
菩
提
、
体
無
二
、
生
死
浬
架
は
異
処

に
非
ず
と
。
」
等
と
示
し
、
さ
ら
に

「
大
文
第
六
別
時
念
仏
門
」
下

の

「
第
二
臨
終
行
儀
」
の
下
に
、
「
当
に
知
る

べ
し
、

生
死
即
ち
浬
梨
、
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煩
悩
即
ち
菩
提
な
り
。
円
融
無
擬
に
し
て
無
二
無
別
な
り
。
而
る
を

一

う
た

め
し

念
の
妄
心
に
由
つ
て
生
死
の
界
に
入
り
し
よ
り
来
た
、
無
明
の
病
に
盲

い
ら
れ
て
、
久
し
く
本
覚
の
道
を
忘
れ
た
り
。
但
し
、
諸
法
は
本
よ
り

う
た来

た
、
常

に
自
ら
寂
滅
の
相
な
り
。
幻
の
如
く
し

て
定
ま

れ
る
性
無

し
、
心
に
随
つ
て
転
変
す
。
」
と
展
開
さ
れ
る
如
き
、
氷
水

一
味
、
生

死
即
浬
葉

・
煩
悩
即
菩
提
と
端
的
に
示
さ
れ
る
本
来
空
寂
、

一
体
無
磯

な
る
円
融
無
擬
の
理
念
で
あ
る
。

『往
生
要
集
』
に
示
さ
れ
る
、

か
よ
う
な
円
融
無
擬
の
理
念
が
天
台

伝
統
の
三
諦
円
融
の
理
念
の
基
本
路
線
を
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

は
い
う
ま

で
も
な
い
が
、
法
然
の
上
に
顧
み
る
場
合
、
そ
の
法
語

『
逆

修
説
法
』
四
七
日
説
法
の
下

(『古
本
漢
語
灯
』
巻
八
始
め
11

『西
方
指
南

砂
』
、の

「法
然
上
人
御
説
法
之
事
」
の
下
に
欠
く
所
)
で
は
、
阿
弥
陀
如
来

テ

ノ

ニ

の
別
徳
を
讃
歎
す
る
下
で
、
明
か
に

「
依
二恵
心
御
意
こ

等
と
示
し
つ

つ
、
源
信

の

『
阿
弥
陀
仏
白
毫
観
』
(恵
心
僧
都
全
集
三
)
に

よ
つ
て
、

『中
論
』
に
よ
り
、
三
諦
円
融
の
理
念
を
阿
弥
陀
仏
の
白
毫
の
徳
と
し

て
説
明
し

て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
選
択
本
願
念
仏
の
往
生
を
誓

ヶ
根
源
体

と
し
て
の
阿
弥
陀
仏
の
存
在
性
が
基
本
的
に
は
、

一
切
諸
法

畢
寛
空
、

無
相
の
理
念
、
即
空
即
仮
即
中
な
る
三
諦
円
融
の
理
念
を
内

容
と
す
る
も
の
と
し
て
把
捉
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
親
黛
の
場
合
、

『
教
行
信
証
』
の
行
巻
に
、
念
仏
行
の
本
質
を
説

明
し
て
他
力
釈
、

一
乗
海
釈

な
ど
を
展
開
し
て
、
念
仏
が
、
他
力
本
願
力
躍
動
の
南
無
阿

弥
陀
仏
行

で
あ
り
、
誓
願

一
仏
乗

の
行
と
し
て
逆
諺
閾
提
の
無
明
の
海

水
を
大
悲
智
慧
真
実
大
宝
海
水
と
転
成
す
る
。
煩
悩
の
氷
解
け
て
功
徳

の
水
た
ら
し
め
る
行
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
力
説

し

て
、
「本
願

一
乗
海

を
按
ず
る
に
円
融
満
足
極
促
無
擬
絶
対
不
二
の
教

な
り
。
」
と
歎

じ
、

又
信
巻
に
至
る
や
、
念
仏
に
内
在
せ
し
め
ら
れ
る
他
力
廻
向
の
信
を
歎

じ
て
、
「
極
促
円
融
の
白
道
、
真

如

一
実

の
信
海

な
り
。
」
と
述

べ
、

そ
の
曇
黛
和
讃
の
下
で
、
「
本
願
円
頓

一
乗

ハ

逆
悪
摂

ス
ト
信
知

シ

テ

煩
悩
菩
提
体
無

ニ
ト

ス
ミ
ヤ
カ
ン
ト
ク
サ

ト
ラ
シ
ム
」
等
と
讃

ず
る
如
き
、
如
何
に
、
そ
の
念
仏
実
践

の
基
本
理

念
に
円
融
の
理
念
を

介
在
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
か
、
容
易
に
、
そ
の
一
端
を
推
測
し
う
る
で

あ
ろ
う
。
又
そ
の
著

『
愚
禿
抄
』
上
巻
に

「本
願

一
乗
は
頓
極
頓
速
、

円
融
円
満

の
教
な
れ
ば
、
絶
対
不
二

の
教

な
り
。
…
…
真

中

の
真

な

り
、
円
中

の
円
な
り
、
」
等
と
説
き
、
「円
頓
」
を
説
明
し
て
、
「
円
は

円
融
円
満
に
名
つ
く
」
等
と
説
明
さ
れ
る
如
き
、

亦
そ
の
意
は
明
ら
か

で
あ
ろ
う
。

聖
道
門
よ
り
浄
土
門

へ
、
自
力
よ
り
他
力

へ
と
大
い
な
る
廻
心
転
換

を
み
る
の
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
、
そ
の
仏
教
的
思
想
の
郷
里
で
あ

る
天
台
的
な
念
仏
の
伝
統
に
つ
き
、
又
天
台
教
学

的
な
円
融
の
基
本
理そ

ん

念
に
つ
い
て
、
廻
心
後
も
深
く
拘
り
関
係
す
る
も

の
の
あ
る
こ
と
を
付

た
く度

せ
し
め
ら
れ
う
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
念
仏
の
実
践
内
容
に
関
し
、

又
そ
の
円
融
の
根
本
理
念
に
お
い
て
、
廻
心
に
よ
り
大
い
な
る
浄
土
教

的
な
他
力
念
仏
者
的
な
再
体
認
が
新
し
く
行
わ
れ

て
く
る
こ
と
を
考
え

ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

法
然
・
親

鷲

に
お
け
る
廻

心

の
基
本
的
意
義
 
(
石

田
)
 

一

一
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法
然

・
親
鷺

に
お
け
る
廻
心

の
基
本
的
意
義
 
(
石

田
)
 

一
二

三

し
か
る
に
、
源
信
の
示
す
如
き
天
台
教
学
伝
統
の
究
極
的
な
実
践
理

念
と
し
て
の
三
諦
円
融
の
理
念
、

そ
れ
は
、
既
に

上
引

の
よ
う

に
、

『
中
論
』

の
、
「諸
法
は
自
よ
り
生
ぜ
ず
、
他
よ
り
生
ぜ
ず
、
共

な
ら

ず
、
無
因
な
ら
ず
、
是
の
故
に
知
ん
ぬ
無
生
な
り
」
と
説
き
、
又

「因

縁
所
生
法
、
我
説
二即
是
空
↓
亦
名
為
二仮
名
↓
亦
是
中
道
義
。
」
(『
阿
弥

陀
仏
白
毫
観
=
恵
心
僧
都
全
集
三
・
五
四
二
頁
、
『逆
修
説
法
』
=
古
本
漢
語
灯

巻
八
・
六
頁
)
な
ど
と
示
す
如
き
、
大
乗
仏
教
的
な
諸
法
縁
起
因
縁
生

の
理
念
に
根
拠
し
、
釈
尊
仏
教
の
根
源
に
根
ざ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は

容
易
に
理
解
さ
れ
う
る
所
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
、
上
に
、
本
来

空
寂

一
体
無
碍
と
か
、
生
死
即
浬
葉

・
煩
悩
即
菩
提
と
か
、
又
は
本
覚

の
道
な
ど
と
い
つ
た
説
明
用
語
で
示
さ
れ
て
く
る
、
現
在
す
る
諸
現
象

即
ち
諸
法
に
つ
い
て
の
本
来
的
存
在
性
、

本
来
的
存
在
と
し
て
自
覚
さ

れ
る
本
覚
的
存
在
性
と
し
て
認
容
さ
れ
て
く
る
究
極
的
実
践
理
念
で
あ

る
。
生
は
死
に
依
つ
て
あ
り
、
死
は
生
に
依

つ
て
あ
ら
し
め
ら
れ
て
、

生
と
死
と
は
相
依
相
成
し
縁
起
し
て
、
生
と
死
と
が
二
即

一
、
一
即
二

と
現
成
さ
れ
て
い
る
自
覚
に
立
ち
、
生
死
界
に
処
し
、
生
死
界
を
生
き

て
ゆ
く
こ
と
は
、
最
も
生
と
死
と
の
本
来
的
存
在
性

を
よ
く
自
覚

し

た
、
そ
の
存
在
性
に
即
し
た
生
き
方
で
あ
る
。
自
他
対
立
し
相
剋
し
、

わ
ず
ら

煩
わ
し
く
苦
悩
す
る
人
間
存
在
を
、
自
他
の
二
者

対
立
相
剋
に
即
し

て
、
自
は
他
に
依

つ
て
存
在
せ
し
め
ら
れ
、
他
は
自
に
よ
つ
て
存
在
せ

し
め
ら
れ
て
自
他
相
依
縁
起
し
、
二
者
即

一
者
で
あ
り
、

一
者
即
二
者

と
し
て
の
自
と
他
と
で
あ
る
と
体
験
し
て
ゆ
く
こ
と
は
、
自
と
他
と
の

本
来
的
存
在
性
を
よ
く
自
覚
し
、
そ
の
存
在
性
に
即
し
た
自
覚
的
生
き

方
の
体
験
で
あ
る
。
か
よ
う
な
生

・
死
の
本
来
的
生
き
方
の
自
覚
が
生

死
即
浬
繋
と
示
さ
れ
、
又
か
よ
う
な
自
他
の
本
来
的
生
き
方
の
自
覚
が

煩
悩
即
菩
提
と
示
さ
れ
、
さ
ら
に
本
来
空
寂

一
体
無
碍
と
説
か
れ
、
か

よ
う
な
意
味
を
展
開
し
拡
充
す
る
多
即

一
と
か

・
一
即
多
と
か
、
差
即

無
差

・
無
差
即
差
と
い
つ
た
諸
法
縁
起

の
本
来
的
究
極
的
生
き
方
の
実

践
理
念
が
円
融
の
理
念
、
円
融
縁
起
の
理
念
と
し
て
打
出
さ
れ
て
き
て

い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
つ
て
、
三
諦
円
融
の
理
念
、
円
融
縁
起

の
生
き
方
に
徹
す
る

こ
と
は
、
諸
現
象
諸
法

の
本
来
的
本
覚
の
道
で
あ

つ
て
、
そ
れ
は
本
来

自
然
の
生
き
方
、
本
来
自
然
法
爾
の
生
き
方
に
徹
底
す
る
も
の
で
あ
る

と
も
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
仏
教
的
な
縁
起
の
生
き
方
、
縁
起
空
の
生

き
方
、
そ
れ
の
拡
充
さ
れ
た
円
融
の
生
き
方
が
、
本
来
自
然
法
爾
の
実

践
的
生
き
方
で
あ
り
、
自
然
爾
法
の
実
践
理
念
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ

ち
よ
う
ち
よ
う

と
は
喋

喋

す
る
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

か
よ
う
な
円
融
縁
起

の
自
然
法
爾
の
生
き
方
を
自
ら
自
覚
し
、
そ
の
実
践
的
理
念
の
生
き
方

に
徹
し
よ
う
と
観
念
修
行
す
る
天
台
的
自
力
道
よ
り
、
か
よ
う
な
円
融

縁
起
の
自
然
法
爾

の
本
来
的
存
在
性
の
躍
動
性
活
動
力
の
中
に
導
か
れ

生
か
さ
れ
て
本
来
的
な
生
き
方
に
徹
底
せ
し
め
ら
れ
て
ゆ
こ
う
と
し
た

浄
土
教
的
他
力
道

へ
の
廻
心
、
転
換
が
法
然
、
親
鷺
の
廻
心
の
基
本
的
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な
意
義
を
な
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
円
融
縁
起
自
然
法
爾
の
存
在
に

生
き
て
ゆ

こ
う
と
す
る
立
場
よ
り
、
円
融
縁
起
自
然
法
爾
の
本
覚
道
に

生
か
さ
れ
て
ゆ
く
立
場

へ
の
転
換
で
あ
る
。

法
然

の
選
択
本
願
念
仏
の
実
践
的
立
場
が
、
そ
の
奥
底
に
深
く
、
本

た
え

来
円
融
縁
起
自
然
法
爾
の
理
念
を
湛
え
る
も

の
と
推

測
さ
れ
る
こ
と

は
、
上
に

『
逆
修
説
法
』
(古
本
漢
語
灯
巻
八
・
四
頁
)
の
阿
弥
陀
仏
観
に

つ
い
て
言
及
し
た
。
た
だ
廻
心
以
前
の
円
融
縁
起
な
る
天
台
的
実
践
理

念
は
、
諸
法
に
つ
い
て
の
静
的
存
在
理
念
で
あ
る
に
対
し
、
廻
心
後

の

そ
れ
は
阿
弥
陀
仏
選
択
本
願
の
救
済
を
展
開
す
る
基
底
理
念
と
し
て
の

動
的
活
動
性
を
孕
む
存
在
理
念
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
円
融
縁

起
的
存
在
理
念
そ
れ
自
体
が
本
来
的
に
仏
教
的
実
践
的
究
極
理
念
と
し

て
動
的
傾
向
性
を
多
く
内
在
せ
し
め
ら
れ
る
と
い
う
べ
き
か
も
知
れ
な

い
が
、
強

い
て
比
較
的
に
い
え
ば
、
そ
の
よ
う
な
差
異
が
廻
心
を
契
機

と
し
て
考

え
ら
れ
う
る
か
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
法
然
の
場

合
、
か
よ
う
な
円
融
縁
起
自
然
法
爾
の
実
践
理
念
を
も
つ
こ
と
に
よ
つ

て
、
『
和
語
灯
』
巻
四

「
十
二
問
答
」
(二
七
頁
)
に
は
、ぞ
「
心

二
念
ジ
、

ロ

ニ
称

ス
ル
ニ
物
ウ
カ
ラ
ズ
、
…
…
自
然

一二
二
心

ハ
具

足

ス
ル
也
。
」

と
明
か
し
、
同
巻

「
五
諸
人
伝
説
詞
」
の
下
に
、
「
源
空

ハ
サ

セ
ル
因

縁

モ
ナ
ク
シ
テ
、
法
爾
法
然
ト
道
心
ヲ
発

ス
ガ
故

一一
、
師
匠
名

ヲ
授

ケ

テ
法
然

ト
名
付
玉
ヒ
シ
ナ
リ
。
」
(二
五
頁
)
と
述

べ
、
,「
又
云
、
本
願
ノ

す
け

念

仏

一「
ハ
独

リ

立

チ
ヲ

セ
サ

セ

テ
助

ヲ

サ

瓦

ヌ
也
。

…
…
善

人

ハ
善

人

た
だ

つ
き

ナ

ガ

ラ
念

仏

シ

テ
、

只

生

レ
付

ノ

マ

・
ニ
テ
念

仏

ス
ル
人

ヲ
、

念

仏

二

助
サ
・
ヌ
ト
ハ
申
也
。
」
(
二
八
頁
)
と
、
善
悪
人

の
ま
ま
の
本
願

念
仏

ノ

ほ
の
ほ

そ
ら

を
勧
め
、
又

「
又
云
、
法
爾
道
理

ト
云
事
ア
リ
、
炎

ハ
空

二
登
リ
、
水

ハ
下
リ
サ
マ
ニ
流

ル
。
…
…
此

等

ハ
皆
法
爾
ノ
道
理
也
。
阿
弥
陀
仏

ノ

た

だ

本
願

ハ
名
号

ヲ
以
テ
罪
悪

ノ
衆
生
ヲ
導

ン
ト
誓
玉

ヒ
タ
レ
バ
、
只
念
仏

ダ

ニ
申

セ
バ
仏
ノ
来
迎

ハ
法
爾
ノ
道
理

ニ
テ
備

ハ
ル

ベ
キ
也
。
」
(
二
八

頁
)
と
、
法
爾
来
迎
の
念
仏
を
説
き
示
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
又

こ
の

下
で
は
さ
ら
に
、
「
又
云
、
現
世

ノ
過
グ
ベ
キ
様

ハ
、
念
仏

ノ
申

サ

レ

ひ
じ

も
う

ン

ヤ
ゥ

ニ
過

グ

ベ

シ
。

…
…
聖

リ

デ
申

サ

レ
ズ

バ
妻

ヲ
儲

ヶ

テ
申

ス

ベ

シ
。

…
…
妻

ヲ
儲

ケ

テ
申

サ

レ
ズ

バ
聖

リ
デ
申

ス

ヘ
シ
。

…
…
一

人

シ

テ
申

サ

レ
ズ

バ
、

同

朋

ト
共

二
申

ス

ベ
シ
、

共

行

シ

テ
申

サ

レ
ズ

バ
、

こ
も
り
ゐ

一
人
籠
居
テ
申
ベ
シ
。
」
(二
八
頁
)
と
説
き
、
妻
帯

の
有
無

・
晶
人
数

人
な
ど
に
拘
ら
な
い
抱
擁
性
の
広
い
念
仏
の
実
践
を
勧
め
ら
れ
る
の
で

あ
ろ
う
。
『
選
択
集
』

の
第
八
三
心
章
下
で
、
善

導

の

『
観
経

疏
』
散

善
義
の
至
誠
心
釈
下
の

「
外
に
賢
善
精
進
の
相
を
現
じ
、
内
に
虚
仮
を

い
だ

む

懐
く
こ
と
を
得
ざ
れ
、
」
と
示
さ
れ
る
文
に
つ
き
、
「
外
と
は
内
に
対
す

こ
と
ば

と
と
の
は

も

る
の
辞
な
り
。
外
相
と
内
心
と

調

ざ
る
の
意
な
り
。
…
…
若

し
夫
れ

た
く
わ
う

の

外
を
翻
え
し
て
内
に

蓄

る
は
、
ま
こ
と
に
出
要
に

備
え
づ

べ
し
、

ほ
ど
こ

…
…
若
し
夫
れ
内
を
翻
え
し
て
外
に
播
さ
ば
亦
出
要
に
足
り
ぬ
可
し
。
」

と
、
「翻
レ
外
蓄
レ
内
」
と

「翻
レ内
播
レ
外
」
の
二
釈
を
展
開
さ
れ

る

の

で
あ
る
が
、
そ
れ
は
前
者
は
、
「賢
者
は
内
外

一
致
賢
者

の
ま
ま
」
と

い
う
意
味
を
、
後
者

は
、
「
愚
者
は
内
外
晶
致
愚
者
の
ま
ま
」
と

い
う

意
味
を
明
か
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
か
よ
う
な
解

釈

の
展
開

さ
れ
る

法
然

・
親
鷺

に
お
け
る
廻
心

の
基
本
的
意
義
 
(
石

田
)
 

一
三
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法
然

・
親
鷺

に
お
け
る
廻

心
の
基
本
的
意
義
 
(
石

田
)
 

一
四

所
、
そ
こ
に
は
、
善
人
は
善
人
の
ま
ま
、
悪
人
は
悪
人
の
ま
ま
に
念
仏

せ
よ
と
の
意
向
を
打
出
さ
れ
る
も
の
で
、
亦
復
、
本
来
法
爾
、
自
然
法

爾
の
念
仏
を
勧
め
ら
れ
る
意
向
が
窺
れ
わ
る
。
か
よ
う
な
本
願
他
力
随

順
の
自
然

の
念
仏
を
勧
め
ら
れ
る
所
、
そ
こ
に
は
、
そ
の
奥
底
に
、
本

来
円
融
縁
起
な
る
、
ゆ
と
り
の
あ
る
実
践
理
念
を
介
在
せ
し
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

親
攣
の
他
力
廻
向
の
念
仏
実
践
の
場
合
、
か
よ
う
な
法
然
の
意
向
を

さ
ら
に
徹
底
化
し
て
、
上
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
『
教
行
信
証
』

の
行

巻
で
、
念
仏
を
語
れ
ば
、
「真
如

一
実
の
功
徳
宝
海
」
と
し
、
そ

の
本

質
的
意
義
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
は
他
力
釈

一
乗
海
釈
下
で
は
逆

諺
閲
提
無
明
海
水

の
大
悲
智
慧
真
実
大
宝
海
水

へ
の
転
成
を
説
き
、
氷

水

一
味
を
語
り
、
さ
ら
に

「本
願

一
乗
海
を
按
ず
る
に
円
融
満
足
極
促

無
擬
絶
対
不
二
」
と
讃
述
し
、
そ
の
信
巻
に
て
、
念
仏

の
信
を
語

れ

ば
、
「
選
択
廻
向

の
直
心
…
…
証

大
浬
盤
の
真
因
、
極
速
円
融
の
白
道
、

真
如
晶
実

の
信
海
な
り
。
」
ど
歎
ん
じ
、
そ
の
著

『
愚
禿
砂
』
上
巻
に

は
、
横
超

の
教
と
さ
れ
る
阿
弥
陀
如
来

の
選
択
本
願

一
乗
に
つ
き

「
本

願

一
乗
は
頓
極
頓
速
円
融
円
満
の
教
、
絶
対
不
二
の
教
、

一
実
真
如
の

道
な
り
。

…
…
真

中
の
真
な
り
、
円
中
の
円
な
り
。

一
乗

一
実
は
大
誓

願
海
な
り
。
」
と
説
き
示
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
円
融
縁
起

の
理

念
が

念
仏
の
本
質
的
実
践
理
念
と
し
て
再
体
認
さ
れ
、
自
己
薬
籠
中
の
も
の

と
し
て
、

そ
の
実
践
理
念

の
基
礎
的
内
容
づ
け
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

容
易
に
理
解
さ
れ
る
。
さ
ら
に
曇
鷺
和
讃
な
ど
に
至
る
や
、
曇
攣

の
竜

樹

な

ど

よ
り

承

け

る
大

乗

仏

教

的

な
理

念

な

ど
も

勘

案

し

て
、

上

述

の

よ
う

に
、

「
本

願

円

頓

一
乗

ハ

逆

悪

摂

ス

ト
信
知

シ

テ

煩

悩

菩
提

体

無

ト

ス

ミ

ヤ
カ

ニ
ト

ク
サ

ト

ラ

シ

ム
。
」

と

説

き
、

さ

ら

に

「
往

相

ノ
廻

向

ト

ト

ク

コ
ト

ハ

弥

陀

ノ
方

便

ト

キ

イ

タ
リ
、

悲

願

ノ
信

行

エ
シ

ム

レ
バ

生

死

ス
ナ

ワ
チ

浬
繋

ナ

リ
。
」

と

か
、

「
罪

障

功

徳

ノ
体

ト

ナ

ル

コ
ホ
リ

ト

ミ

ズ

ノ
ゴ

ト

ク

ニ
テ

コ
ホ
リ

オ

ホ

キ

ニ

ミ
ヅ

オ

ホ

シ

サ

ワ

リ

オ

ホ

キ

ニ
・
徳

オ

ホ

シ
。

名

号

不
思

議

ノ
海

水

ハ

逆

諺

ノ
死
骸

モ
ト

ド

マ
ラ

ズ

衆

悪

ノ
万

川

帰

シ

ヌ

レ
バ

功

徳

ノ

ウ

シ

ホ

一二

味

ナ

リ
。
」
等

と
讃

述

さ

れ

る
。
そ

こ
に

は
、
『
往

生

要

集

』
に

示

さ

れ

る

よ
う

な

天

台

的

な

円

融

縁

起

の
実

践

理
念

が
如

何

に

積

極

的

に
再

体
認

し

て
出

さ

れ

て
き

て

い

る
か
、

そ

の

一
班
を

容

易

に
理

解

し

う

る

で
あ

ろ

う
。

か

よ

う

な

円

融

縁

起

的

な

理

念

の
強

調

さ

れ

る

延

長

線

上

に
、

そ

の
最

後

晩

年

頃

に

な

る

『
唯

信

砂

文
意

』

の

「
マ
タ

自

ハ

ヲ

ノ

ツ
カ

ラ

ト

イ

フ

ヲ

ノ

ツ
カ

ラ

ト

イ

フ

ハ
自
然

ト

イ
、フ

自

然

ト

イ

フ

ハ
シ

カ

ラ

シ

ム

ト

イ

フ

シ

カ

ラ

シ

ム
ト

イ

フ

ハ
行

者

ノ

ハ
シ

メ

テ
ト

モ
カ

ク

モ

ハ
カ

ラ

ハ
サ

ル

ニ
過

去

今

生
未

来

ノ

一
切

ノ

ッ
ミ

ヲ
善

二
転

シ

カ

ヘ
ナ

ス

ト
イ

フ

ナ

リ
、

転

ス

ト
イ

フ

ハ

ツ
ミ

ヲ
ケ

シ

ウ

ン

ナ

ハ
ス
シ

テ
益
ロ
ニ
ナ

ス
ナ

リ
、

ヨ
ロ

ツ

ノ
ミ

ツ
大

海

ニ
イ

レ

ハ

ス
ナ

ハ
チ

ウ

シ

ホ

ト

ナ

ル
カ

コ
ト

シ
。
」
等

と
示

さ

れ

る
自

然

法

爾

転

成

の

理

解

を

示

さ

れ

て
く

る

の

で

あ

る
。

「
行

者

ノ

ハ
シ
メ

テ

バ

カ

ラ

ハ

サ

ル
」

と
か
、

「
ツ
ミ

ヲ
ケ

シ

ウ

シ

ナ

ハ

ス
シ

テ
善

ニ
ナ

ス
」
・
と

か
、

円

融

縁

起

の
理

念

が
本

来

法

爾

自

然

の
理

念

と
し

て
徹
底

的

に
親

鷺

的

廻

-521-



心

の
中

に

再
体

認

さ

れ

て
く

る

趣

き

を
窺

わ

し

め

ら

れ
る

か
よ

う

な

自

然
法

爾

の
理
念

を
究

極
す

る

も

の
と

し

て

は
、

最

後

晩
年

の

『
自
然

法

爾

の
文

が
み

ら

れ

て
く

る

が
、

「
自

然

ト

イ

フ

ハ
自

ハ
オ

ノ

ッ

カ

ラ

ト

イ

フ
行

者

ノ

バ
カ

ラ
イ

ニ
ア

ラ

ス

シ
カ

ラ

シ
ム

ト
イ

フ

コ
ト

ハ
ナ

リ

然

ト

イ

フ

ハ
シ

カ

ラ
シ

ム
ト

イ

フ

コ
ト

ハ

行

者

ノ

バ
カ

ラ

ヒ

ニ

ア

ラ

ス

如
来

ノ
チ

カ

ビ

ニ
テ

ア

ル
カ

ユ

ヘ

ニ

法

爾

ト
イ

フ

ハ

コ

ノ

如
来

ノ

オ

ム
チ

カ

ビ

ナ

ル
カ

ユ

ヘ

ニ
シ

カ

ラ

シ

ム

ル

ヲ
法

爾

ト

イ

フ

法

爾

ハ

コ
ノ
オ

ム

チ
カ

ビ

ナ
リ

ケ

ル

ユ

ヘ

ニ

ス

ヘ
テ
行
者

ノ

バ

カ

ラ
ヒ

ノ

ナ

キ

ヲ

モ
テ

コ
ノ
法

ノ

ト

ク

ノ

ユ

ヘ

ニ
シ
カ

ラ

シ

ム
ト

イ

フ
ナ

リ

・
ス

ヘ
テ
人

ノ

バ
カ

ラ

ハ
サ

ル

ナ

リ

コ
ノ

ユ
ヘ

ニ
他

力

ニ
ハ

義

ナ

キ

ヲ
義

ト

ス
ト

シ

ル

ヘ

シ
ト

ナ

リ
。
」
等

と
示

さ

れ

る
、
行

者
、
人

の

「
バ
カ

ラ

ヒ
」

の
徹

底

的

に
拝

除

さ

れ

る

他
力

自

然

法

爾

の
実

践

の

生

き

方

の
指

示
に

顧

み

れ
ば

明

ら

か

で

あ

ろ

う
。

『
唯

信

紗

文

意
』

や

『
自

然
法

爾

の
文

』
な
ど

に

明

示

さ

れ
る

よ
う

に
、
円
融

縁

起

的

な
実

践

理

念

の
具

体

的

な

救
済

活

動

と

し

て

の
阿

弥

陀

仏

の
選
択

本

願

の
救
済

活

動

は
、

南

無

阿
弥

陀

仏

な

る

名

号

の
因

に

降

り
果

に
上

る
、

因
果

に

亘

る
、

い
わ

ゆ
る

名

号

本
願

(
因
)
力

(
果
)
自
然

法

爾

な
る

救

済
活

動

す
な
わ

と
し
て
ま

で
展
開
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
乃
ち
、
そ
こ
で
は
、
円
融

縁
起
の
理
念
は
極
悪
人
の
つ
み
を
け
し
失
わ
ず
し
て
転
ず
る
絶
対
他
力

自
然
法
爾

の
救
済
活
動
を
展
開
す
る
基
本
的
実
践
理
念
と
し
て
ま
で
再

体
認
さ
れ

て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
自
他
相
剋
を
つ
く
し
て
や

ま
な
い
、

い
わ
ゆ
る
迷
妄
的
な
徹
底
的
相
反
相
剋
の
存
在
者
1

そ
れ

は
自
他

一
者
た
ら
ん
と
し
て
自
他
二
者
た
ら
ん
と
し
.
自
他
二
者
た
ら

ん
と
し
て
自
他

一
者
た
ら
ん
と
す
る
、
矛
盾
果
て
し
な
い
よ
う
な
矛
盾

的
存
在
者
ー

を
相
反
相
剋
的
存
在
の
ま
ま

で
、
相
剋
相
反

(多
.
差

別
・
自
由
)
即
無
相
剋
無
相
反
(
一
・
無
差
別
・
平
等
)
、
無
相
剋
無
相
反

(
一
・
平
等
)
即
相
剋
相
反

(多
・
自
由
)
の
者
た
ら

し
め
る
よ
う
な
、
い

わ
ゆ
る
相
反
性
的
円
融
縁
起
の
理
念
と
し
て
再
構
成
し
再
体
認
さ
れ
て

く
る
意
向
が
窺
わ
れ
る
。

そ
れ
は
法
然
に
よ
り
再
体
認
さ
れ
た
自
然
法
爾

の
円
融
縁
起
の
理
念

を
さ
ら
に
徹
底
的
に
究
極
的
に
再
体
認
す
る
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
法
然

・
親
鷺
の
廻
心
の
基
本
的

な
意
義
と
し
て
は
、

以
上
の
よ
う
な
天
台
教
学
的
な
実
践
理
念
と
し
て
の
円
融
縁
起
の
基
本

的
な
再
体
認
再
構
成
が
考
え
ら
れ
て
く
る
。
そ
れ
は
結
果
的
に
は
、
有

為
自
然

(迷
妄
の
衆
生
的
存
在
の
本
来
性
)
に
徹
し
て
無
為
自
然

(証
悟
の

仏
的
存
在
の
本
来
性
)
に
徹
し
、
無
為
自
然
に
徹
し
て
有
為
自
然
に
徹
す

る
如
き
も
の
と
理
解
さ
れ
て
く
る
か
も
知
れ
な
い
。

(
一
九
七
二
九

・
一
七
)

法
然

・
親
攣

に
お
け
る
廻
心

の
基
本
的
意
義
 
(
石

田
)
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